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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

家畜伝染病予防法が改正されました
    

平成24年度保育所入所のご案内
    

年末年始のごみ・資源物収集及び施設開場日
   

農業収入のある方の申告について〜税のひろば〜
   

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

・・・
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P11 

P13

綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

34
22

出生
死亡

7
10

3,403
3,863
7,266
2,881

（＋ 4）
（＋ 5）
（＋ 9）
（＋ 0）

※（　　）は前月比
　現住人口調査11月1日現在

写真 / 「俵踊り（神下地区）」
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★ 宮崎県大会成績 ★ 

２回戦　①－０　対 沖水中学校 

３回戦　⑦－３　対 都農中学校 

準決勝　③－２　対 田野中学校 

決　勝　⑤－３　対 吾田中学校 

快
挙
！

快
挙
！
7
年
ぶ
り

年
ぶ
り
2
度
目
の

度
目
の 

優  
勝 
優  
勝 

人
で
掴
ん
だ

人
で
掴
ん
だ
「
九
州
大
会
」

「
九
州
大
会
」
へ
の
切
符

へ
の
切
符 

快
挙
！
7
年
ぶ
り
2
度
目
の 

人
で
掴
ん
だ
「
九
州
大
会
」
へ
の
切
符 

11
月
５
日
〜
８
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、「
第
35
回
宮
崎
県
中
学
校
秋
季
体
育
大
会
」
で
、

綾
中
学
校
軟
式
野
球
部
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。
綾
中
学
校
軟
式
野
球
部
の
優
勝
は
、
７
年

ぶ
り
２
度
目
の
快
挙
で
、
来
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
。 

綾
中
野
球
部
歴
史
上
最
も
少
な
い
人
数 

 

　
宮
崎
県
中
学
校
秋
季
大
会
が
先
日

幕
を
閉
じ
た
。
今
大
会
で
、
綾
中
野

球
部
は
、
10
人
と
い
う
綾
中
歴
史
上

最
も
少
な
い
人
数
で
、
試
合
に
臨
ん
だ
。

し
か
し
、
一
人
一
人
が
勝
利
を
信
じ
、

メ
ン
バ
ー
全
員
の
力
を
結
集
さ
せ
、

接
戦
と
な
っ
た
決
勝
を
制
し
た
。 
 

メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
主
役
と
な
っ
た 

 

　
大
会
後
、
顧
問
・
監
督
の
荒
川
先

生
は
「
勝
因
」
に
つ
い
て
こ
う
話
し
た
。

「
今
大
会
は
、
10
人
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
活
躍
を
見
せ
た
。 

　
マ
ウ
ン
ド
上
で
の
プ
レ
ー
、
ベ
ン

チ
か
ら
の
大
き
な
声
援
、
そ
れ
ぞ
れ

が
主
役
と
な
る
場
面
が
あ
っ
た
。
そ

の
10
人
一
人
一
人
が
勝
利
を
信
じ
、

心
を
つ
な
げ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
、

全
員
野
球
を
し
た
こ
と
。
ま
た
、
ス

タ
ン
ド
の
保
護
者
も
含
め
、
他
校
に

は
な
い
、
強
い
一
体
感
が
あ
っ
た
か

ら
勝
利
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
」。 

 

地
域
力
＝
チ
ー
ム
力
　 

 

　
ま
た
、「
保
護
者
の
協
力
体
制
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
学
生
（
少
年
団
）

時
期
で
の
し
っ
か
り
と
し
た
指
導
な
ど
、

地
域
の
協
力
体
制
、
野
球
を
す
る
環
境
・

地
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
そ
の

地
域
力
が
、
支
え
と
な
り
、
い
ま
の

チ
ー
ム
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
」

と
地
域
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
ふ

れ
た
。 

　
10
人
で
勝
ち
取
っ
た
栄
冠
。
全
員

野
球
で
、
来
年
３
月
の
九
州
大
会
で

も
活
躍
を
期
待
し
た
い
。 

 

１０ 
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共
に
手
を
携
え
て
半
世
紀 
共
に
手
を
携
え
て
半
世
紀 
共
に
手
を
携
え
て
半
世
紀 

前田町長がそれぞれに祝状と記念品を贈呈 

手を携えた50年間。これからもお幸せに 

平
成   

年
度
合
同
金
婚
式
開
催 

 

　
11
月
９
日
、
綾
て
る
は
の
森
の
宿
で
、｢

第

21
回
合
同
金
婚
式｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
10
組
の
夫
妻
が
参
加
し
、
歩
ん

で
き
た
50
年
と
い
う
長
い
年
月
を
共
に
祝

い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
前
田
町
長
が
各
夫
妻
に
祝
状

と
記
念
品
を
贈
呈
。
華
や
か
な
雰
囲
気
の

会
場
は
、
参
加
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
級
生
で
こ
の
祝
い
の

日
を
迎
え
た
人
も
い
て
、
式
終
了
後
の
祝

宴
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

  

円満の秘訣は共に過ごす時間の長さ 
 

朝部 宗男さん・タミ子さん夫妻（中堂区名） 

　これまで50年も続けられたのは、２人とも
菊を育てたり、いろいろな作品をつくる趣味を
持っていて、一緒にたくさんの楽しい時間を過
ごしてきたからでしょうか。時にはお互いの作
品を褒め合ったり、相談し合ったり…。それが
円満の秘訣だと思います。 

23

快
挙
！
7
年
ぶ
り
2
度
目
の 

優  

勝 

人
で
掴
ん
だ
「
九
州
大
会
」
へ
の
切
符 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

2
日
（
金
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
12
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

7
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
お
正
月
飾
り
作
り 

　 手
作
り
の
飾
り
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

材
料
は
用
意
し
ま
す
。 

 

 

14
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
料
理
講
習 

　 

本
場
中
国
の
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

綾
の
「
福
ギ
ョ
ー
ザ
」
連
淑
清
さ
ん
よ
り
お
い

し
い
水
餃
子
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
エ

プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事

前
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　  

21
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 
　 時

　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
会 

　 綾
町
に
お
住
ま
い
の
木
村
さ
ん
ご
夫
婦
に
よ

る
人
形
劇
や
お
話
会
で
す
。
皆
さ
ん
で
遊
び
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
準
備
し
て

い
ま
す
。 

 

 

　
感
染
症
は
、
以
前
は
流
行
し
や
す
い
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
突
然
あ
る

地
域
で
流
行
し
た
り
、
そ
の
年
に
よ
っ
て

流
行
す
る
時
期
が
異
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
普
段
か
ら
感
染
症
の
発

生
状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
き
ょ
う
だ
い
や
家
族
か
ら
感

染
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
近
隣
園
や
学

校
で
の
流
行
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

　
情
報
収
集
と
と
も
に
も
う
一
つ
大
切
な

の
が
、
子
ど
も
自
身
の
免
疫
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
で
す
。
歩
行
が
始
ま
り
活
動
的

に
な
る
１
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
薄
着
で
積
極

的
に
外
に
出
て
、
外
気
に
慣
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
や
寒
さ
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
体
温
調
節

機
能
は
高
ま
り
、
動
く
こ
と
で
肺
活
量
も

高
ま
り
ま
す
。
病
気
に
負
け
な
い
体
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
も
、
保
護
者
の
大
切
な

援
助
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

＊
０
〜
２
歳
児
で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
病
気 

 【
麻
し
ん
】　
非
常
に
感
染
力
が
強
い 

【
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
】　
１
歳
以
下
の
感
染
に

注
意 

【
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
】　
し
つ
こ
い
咳

が
特
徴 

【
伝
染
性
紅
斑
】　
り
ん
ご
病
〜
潜
伏
期
に

感
染
す
る
の
で
注
意 

親子教室「コアラ」 
～幼稚園・保育園（所）見学～ 

親子教室「コアラ」 
～幼稚園・保育園（所）見学～ 

（
神
下
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
麓
地
区
）

（
麓
地
区
） 

（
北
麓
地
区
） 

平
成
23
年
9
月
30
日
生 

平
成
23
年
10
月
13
日
生 

平
成
23
年
10
月
17
日
生 

平
成
23
年
10
月
27
日
生 

平
成
23
年
10
月
27
日
生 

平
成
23
年
11
月
2
日
生 

11
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際にお申し出ください。 
 

ふ
く
　
み
つ
　 

さ
　
　
き 

 

ひ 

　
だ
か
　  

さ
　
　
き 

お
お
　 

の
　
　
と
う
　
ま 

お
お
　
ぐ
ま
　 

み
　
　
こ 

ひ
　
　
だ
か
　
ま
さ 

　
き 

お
　
　
が
た
　
あ
り
　 

さ 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 
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日付 
時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 

地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ 

と
　
き
　
12
月
９
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
12
月
9
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
　 

歳
児
健
康
診
査 

と
　
き
　
12
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
22
年
３･

４･

５
月
生 

　
　
　
　
お
よ
び
未
受
診
者 

＊
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

　 ◎
幼
児
歯
科
健
診 

と
　
き
　
12
月
19
日（
月
）午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
20
年
10･

11
月
生 

　
　
　
　
平
成
21
年
４･

５･

10･

11
月
生 

　
　
　
　
平
成
22
年
10･

11
月
生 

　 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

 

　
成
人
の
健
診
・
相
談
な
ど 

　 前
立
腺
が
ん
検
診 

と
　
き
　
12
月
６
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜 

対
　
象
　
50
歳
以
上
の
男
性 

昭
和
37
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
50
歳
に
な
る
方 

料
　
金
　
一
、〇
〇
〇
円 

　 ＊
受
診
の
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
事
前
に

問
診
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
の
お
知
ら
せ 

　 　
現
在
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
早
め
に
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

対
象
者 

①
満
65
歳
以
上
の
方 

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害

が
あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
方（
身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示
が
必
要
） 

方  

法
　
個
別
接
種 

（
実
施
医
療
機
関
に
て
接
種
を
１
回
） 

期
　
間
　
12
月
31
日
（
土
）
ま
で 

料
　
金   

自
己
負
担
　
一
、
〇
〇
〇
円 

医
療
機
関 

宮
崎
県
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関 

　
※
保
険
証
・
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

健
康
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
福
祉
保
健

課
お
よ
び
健
康
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な

い
た
め
、
非
課
税
世
帯
等
へ
の
接
種
費

用
の
補
助
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

広　沢 

倉　輪 

 

14（水） 

15（木） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

木 
金 
月 
水 
木 
月 
火 
水 
木 

1 
2 
5 
7 
8 
12 
13 
14 
15

金 
月 
火 
火 
木 
木 
月 
火 

16 
19 
20 
20 
22 
22 
26 
27

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

西中坪 
立　町 
杢　道 
宮　原 
東中坪 
神　下 
尾　立 
二反野 

上   畑 
古　屋 
中　堂 
四　枝 
麓 
南　麓 
宮　谷 
揚　町 
北　麓 

1.6
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気がつけば、あなたも相続税？  

小学生の学力は「新聞」で伸びる！ 

世界遺産・小笠原 

チェルノブイリから学んだ 
　お母さんのための放射能対策BOOK 

百歳 

金米糖の降るところ 

警官の条件 

おまえさん 上･下 

景福宮の秘密コード 上･下 

ラジオ体操でみんな元気！ 

できたよ、一輪車 

父さんは地球儀の上にいる 

ゆうれい猫ふくこさん 

少年弁護士セオの事件簿 

おいもほり 

かしのきホテル 

ちび魔女さん 

ボンちゃんバス 

お す す め の 本  お す す め の 本 ※他にもたくさんの本が入っています 

柴田 トヨ/著 

江國 香織/著 

佐々木 譲/著 

宮部みゆき/著 

イ･ジョンミン/著 

 

加藤 章子/著 

廣嶋 玲子/作 

ジョン･グリシャム/作 

てるは 
図書館 
77-0180

　
月
の
休
館
日 

１
日
（
木
）・
毎
週
月
曜
日
　 

 

※
12
月
28
日
（
水
）
〜
１
月
４
日
（
水
）
ま

で
年
末
年
始
の
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

新
年
は
１
月
５
日
（
木
）
か
ら
開
館
い

た
し
ま
す
。 

12

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

17
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
15
分 

ア
ニ
メ
　「
な
か
よ
し
お
ば
け
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

●
も
も
ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
12
時 

 

12

新
し
く
入
り
ま
し
た
！ 

 

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
入
り
ま
し
た
の
で
、 

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 《
ア
ニ
メ
》 

★
ハ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
プ
リ
キ
ュ
ア 

★
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン 

★
ワ
ン
ピ
ー
ス 

ね
じ
ま
き
島
の
冒
険 

 《
日
本
映
画
》 

★
眉
山 

★
余
命
１
ヶ
月
の
花
嫁 

 《
外
国
映
画
》 

★
ナ
イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
　
１ 

 

１
月
よ
り
貸
出
を
順
次
始
め
ま
す
が
、
そ
の

間
も
図
書
館
内
ブ
ー
ス
や
、
学
習
・
視
聴
覚

室
（
５
名
〜
）
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

こ
ん
な
本
は
い
か
が
？ 

 

　
映
画
や
ド
ラ
マ
の
原
作
本
を
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
本
を
読
む
と
、
ま
た
違
っ
た

世
界
を
楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
現
在
放
送
中
の
も
の
や
、
公
開
予
定
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
映
像

化
さ
れ
た
原
作
本
の
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 《
ド
ラ
マ
化
》 

●
江
　
　
　
　
　
　
　
　
田
淵
久
美
子
／
著 

（
平
成
23
年
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
） 

●
ビ
タ
ー
シ
ュ
ガ
ー
　
　
大
島
真
寿
美
／
著 

（
10
月
〜
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
る
★
ド
ラ
） 

●
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で 

東
川 

篤
哉
／
著 
（
10
月
〜
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
） 

●
運
命
の
人 

　
　
　
　
　
山
崎 

豊
子
／
著 

（
１
月
〜
放
送
予
定
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
日
曜
劇
場
） 

 《
映
画
化
》 

●
ア
ン
ト
キ
ノ
イ
ノ
チ  

さ
だ 

ま
さ
し
／
著 

（
公
開
中
） 

●
タ
ン
タ
ン
の
冒
険
（
シ
リ
ー
ズ
）   

エ
ル
ジ
ュ
／
作
（
12
月
公
開
） 

●
麒
麟
の
翼
　
　
　
　
　
　
東
野 

圭
吾
／
著 

（
１
月
公
開
予
定
） 

●
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
（
シ
リ
ー
ズ
） 

メ
ア
リ
ー･

ポ
ー
プ･

オ
ズ
ボ
ー
ン
／
著 

（
１
月
公
開
予
定
） 

図
書
館
へ
よ
う
こ
そ 

 

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
た
く
さ

ん
の
親
子
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
職
員
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
、
わ
ら
べ

う
た
な
ど
を
聞

い
て
親
子
で
遊

ん
だ
り
、「
も
も

ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

な
ど
、
新
し
い

図
書
館
の
利
用

法
も
知
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。 

 

雑
誌
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い 

 

　
来
年
度
、
購
入
す
る
雑
誌
の
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

期
　
間
　
　
12
月
２
日
〜
18
日 

場
　
所
　
　
図
書
館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
前 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
防
疫
業
務
に
関
す
る
協
定
の 

　
締
結
に
つ
い
て 

  

11
月
10
日
（
木
）
宮
崎
市
役
所
に
お
き
ま

し
て
、
綾
町
、
宮
崎
市
、
国
富
町
で
の
「
口

蹄
疫
等
の
発
生
時
に
お
け
る
防
疫
業
務
に

関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
協
定
は
、
１
市
２
町
に
お
い
て
、
口

蹄
疫
等
が
発
生
し
又
は
発
生
の
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
迅
速
か
つ
適
格
な
防
疫
業

務
を
実
施
す
る
た
め
、
相
互
に
協
力
し
て

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
参
加
者
募
集 

 

　
毎
月
５
日
と
15
日
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
の
日
」
と
し
ま
し
て
、
町
民
向
け
の

セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
低
料
金
で
の
開
催
で
す
。 

　
ご
家
族
で
の
参
加
や
職
場
、
地
域
か
ら

の
団
体
参
加
も
大
歓
迎
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
ご
相
談
の
上
変
更
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 【
コ
ー
ス
及
び
定
員
】 

・
Ａ
コ
ー
ス
（
川
中
公
園
コ
ー
ス
）
…
…
20
名 

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
護
国
神
社
周
辺
コ
ー
ス
）
…
10
名 

【
期
　
日
】　
毎
月
５
日
・
15
日 

【
時
　
間
】　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分 

【
集
合
場
所
】　
役
場
裏
駐
車
場 

【
参
加
料
】　
一
人
　
５
０
０
円 
 

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
セ
ラ
ピ
ー
は

開
催
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
日

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

　
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
（
直
通
） 

　
農
林
振
興
課
内 

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇
（
長
峰
ま
で
） 

  

 

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が 

　
改
正
さ
れ
ま
し
た 

 

　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
踏
ま
え
家
畜
伝
染
病
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
家
畜
・
家
き
ん
を
飼
養
す

る
方
の
、
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
等
に
関

す
る
責
務
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

 

１
．施
設
・
敷
地
の
出
入
口
付
近
に
消
毒

設
備
の
設
置 

　
家
畜
伝
染
病
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、

適
切
に
消
毒
す
る
た
め
の
設
備
（
動
力
噴

霧
器
、
踏
み
込
み
消
毒
槽
等
）
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
場
へ
出
入
り

す
る
人
や
車
両
は
必
ず
消
毒
し
て
下
さ
い
。 

 

２
．適
切
な
衛
生
対
策（
消
毒
の
実
施
等
） 

　
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
及
び
発
生
時
の

ま
ん
延
防
止
対
策
と
し
て
、
消
毒
そ
の
他

の
適
切
な
衛
生
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。 

 

３
．飼
養
状
況
・
衛
生
管
理
状
況
の
報
告 

　
飼
養
し
て
い
る
頭
・
羽
数
及
び
飼
養
衛

生
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
毎
年
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、

飼
養
状
況
や
衛
生
管
理
、
農
場
に
出
入
り

す
る
人
や
車
両
に
つ
い
て
も
記
帳
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

 

４
．異
常
家
畜
・
家
き
ん
の
早
期
発
見
・
通
報 

　
家
畜
伝
染
病
を
疑
う
症
状
や
死
亡
数
の

増
加
な
ど
、
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
届
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

５
．埋
却
地
の
確
保 

　
万
一
の
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
備
え
、

家
畜
・
家
き
ん
の
所
有
者
は
飼
養
規
模
に

応
じ
た
埋
却
地
を
確
保
し
て
下
さ
い
。 

 

６
．手
当
金
の
返
還
等 

　
適
切
な
予
防
対
策
や
早
期
発
見
・
早
期

通
報
な
ど
適
切
な
処
置
を
怠
っ
た
場
合
は
、

手
当
金
の
全
部
又
は
一
部
が
交
付
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
連 

絡 

先 

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
三
―
一
三
七
七 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
や
ざ
き
中
部
セ
ン
タ
ー 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
五
―
二
〇
七
四 

綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
〇
一
〇
〇 

   

毎
月
20
日
は
、 

「
県
内
一
斉
消
毒
の
日
」
で
す
。 

畜
舎
等
の
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！ 

お す す め の 本  お す す め の 本

●●●

●●●●●●●●
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Information

 

　
役
場
窓
口
に
お
い
て
「
平
成
24
年
用
宮

崎
県
民
手
帳
」
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
宮

崎
県
民
手
帳
は
、
県
や
市
町
村
の
主
要
な

統
計
を
は
じ
め
、
身
近
な
情
報
を
豊
富
に

収
録
し
た
便
利
な
手
帳
と
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
愛
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
贈

答
用
等
と
し
て
も
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
お
早
め
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。 

 

◆
形
式
、
内
容 

タ
テ
15
㎝
　
ヨ
コ
９
㎝
　
厚
さ
１
㎝
｠ 

手
帳
本
編
、資
料
編
、住
所
録
の
３
分
冊 

◆
販
売
価
格 

　
５
０
０
円
（
消
費
税
込
み
） 

◆
販
売
場
所 

役
場
窓
口
・
県
内
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
（
一

部
取
り
扱
い
の
無
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
。）
／

県
内
主
要
書
店
・
文
具
店
／
み
や
ざ
き

物
産
館
／
役
場
窓
口 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
県
統
計
協
会
　 

　
　
電 

話
（
〇
九
八
五
）
二
六
―
七
〇
四
二 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
八
五
）
二
九
―
〇
五
三
四 
 

 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
（
長
寿
医
療
）

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
福
祉
保
健

課
保
健
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
入
院
さ
れ
る
と
き
は
、
所
得
に

応
じ
て
自
己
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
。
低

所
得
の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

役
場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四

  

　
義
務
教
育
就
学
前
児
童
の
い
る
世
帯
の

子
育
て
を
、
行
政
と
商
店
等
が
一
体
と
な

っ
て
支
援
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
そ
の
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
併
せ
て
地
域
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
綾
町
商

工
会
加
盟
の
店
舗
で
利
用
で
き
る
「
す
く

す
く
子
育
て
支
援
商
品
券
」（
綾
町
商
工
会

発
券
）
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

割
引
購
入
で
き
る
方
は
・
・
・ 

●
義
務
教
育
就
学
前
児
童
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者 

●
購
入
限
度
額
は
、
毎
年
度
、
１
世
帯
あ

た
り
商
品
券
10
万
円
分 

●
割
引
額
は
、
商
品
券
額
面
の
15
％ 

額
面
五
、〇
〇
〇
円
当
た
り
七
五
〇
円
の

割
引
、最
大
一
五
、〇
〇
〇
円
割
引 

 

購
入
す
る
に
は
・
・
・ 

●
対
象
と
な
ら
れ
た
世
帯
に
「
商
品
券
購

入
助
成
券
」
と
「
ご
利
用
手
引
き
」
を
随

時
郵
送
し
て
い
ま
す
。 

●
交
付
さ
れ
た
「
商
品
券
購
入
助
成
券
」

を
綾
町
商
工
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

と
、「
す
く
す
く
子
育
て
支
援
商
品
券
」

が
、
額
面
五
、〇
〇
〇
円
当
た
り
四
、二

五
〇
円
で
購
入
で
き
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
＊
商
品
券
購
入
助
成
券
に
つ
い
て 

　
　
綾
町
福
祉
保
健
課
　
児
童
家
庭
係 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

　
＊
商
品
券
に
つ
い
て 

　
　
綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 

 

　
12
月
の
水
質
検
査
は
、
12
月
20
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
19
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

 

建
設
課
上
下
水
道
係
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

　
対
象
者
は
、
旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル

国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。 

 

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
６
月
16

日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人

は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

　
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
24
年
３
月
31

日
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に
特
別

給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
当
基 
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金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

至
急
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

 
※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、

再
度
の
請
求
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 

2
ご
連
絡
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金 

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当 

＊
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル 

　
〇
五
七
〇
―
〇
五
九
―
二
〇
四 

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は 

　
〇
三
―
五
八
六
〇
―
二
七
四
八 

受
付
時
間
　
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
六
時 

（
土
曜
、日
曜
、祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
） 

   

　
今
年
も
12
月
４
日
か
ら
「
人
権
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
人
権
週
間
の
由
来
は
、
１
９
４
８
年
（
昭

和
23
年
）
12
月
10
日
、
第
３
回
国
際
連
合

総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
、
国
際
連
合
は
、
こ
の
日
を
記
念

し
て
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
を

推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
12
月
10
日
（
人

権
デ
ー
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
全
国
各
地
域
に
お
い
て
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　 ◆ 

人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

【
と
　
き
】　
12
月
４
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

【
と
こ
ろ
】　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宮
崎 

　
　
　
　
　
　
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル 

【
内
　
容
】　
人
形
劇
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
記

念
撮
影
会
、
人
権
パ
ネ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
展
他
。 

 
※
法
務
な
ん
で
も
相
談
、人
権
・
な
や
み

ご
と
相
談
、公
証
人
相
談
も
行
わ
れ
ま
す
。 

　
不
動
産
の
売
買
や
贈
与
・
相
続
の

登
記
、
会
社
の
登
記
、
土
地
境
界
紛
争
、

婚
姻
や
離
婚
、
養
子
縁
組
、
帰
化
・
国

籍
取
得
、
成
年
後
見
制
度
、
家
賃
の
受

領
拒
否
や
給
与
の
差
押
え
、
親
族
や

近
隣
間
の
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
、

体
罰
、
Ｄ
Ｖ
、
騒
音
な
ど
の
人
権
問
題
、

遺
言
、
定
款
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
、

任
意
後
見
制
度
な
ど
に
つ
い
て
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
（
最
終
受
付
午

後
３
時
30
分
）。
秘
密
厳
守
で
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　
宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　
　
　（
住
所
）
宮
崎
市
別
府
町
１
番
１
号 

　
　（
〇
九
八
五
）
二
二
―
五
三
一
二 

　
宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課 

　
　（
〇
九
八
五
）
二
二
―
五
一
二
四 

 

◆ 

特
設
人
権
相
談 

【
と
　
き
】　
12
月
２
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

【
と
こ
ろ
】　
綾
町
公
民
館
　
２
階
会
議
室 

【
相
談
員
】　
人
権
擁
護
委
員
　
日

　
通
夫 

〃
　
　
　
川
上
　
和
子  

 

◆ 

人
権
街
頭
啓
発 

　
人
権
週
間
の
期
間
中
に
、
綾
町
人
権
擁

護
委
員
に
よ
り
ま
す
人
権
に
関
す
る
街
頭

啓
発
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

【
と
　
き
】　
12
月
２
日（
金
）午
後
３
時
〜 

【
と
こ
ろ
】　
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
付
近 

（
町
民
生
活
課
） 

   
　
町
内
の
企
業
、
官
庁
及
び
各
種
団
体
等

が
一
堂
に
会
し
、
町
の
躍
進
を
誓
い
合
う

と
と
も
に
親
睦
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
参
加
費
二
、
〇

〇
〇
円
を
添
え
て
12
月
15
日
（
木
）
ま
で

に
商
工
会
事
務
局
宛
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

と
　
き
　
１
月
４
日
（
水
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜 

と
こ
ろ
　
酒
泉
の
杜 

参
加
者
　
町
内
の
企
業
、
各
種
団
体
、 

　
　
　
　
個
人
な
ど
の
希
望
者 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 

    

　
中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増

進
と
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
町
内

雇
用
の
促
進
を
図
る
目
的
で
町
内
の
中
小

企
業
に
助
成
し
ま
す
。 

《
補
助
対
象
者
》 

①
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に
加
入
す

る
従
業
員
で
あ
る
こ
と
。 

②
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に
居
住
し
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。 

《
補
助
金
の
交
付
対
象
期
間
》 

加
入
の
月
か
ら
３
年
間 

《
補
助
金
の
限
度
額
》 

●
掛
金
月
額
五
、
〇
〇
〇
円
の
２
分
の
１

（
１
年
間
三
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

●●●●●
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※
た
だ
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
短
時
間

労
働
者
の
場
合
は
、
掛
金
月
額
二
、
〇

〇
〇
円
の
２
分
の
１
（
１
年
間
一
二
、

〇
〇
〇
円
） 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

 

　
金
銭
の
貸
借
、
売
買
、
交
通
事
故
、
借
地

借
家
、
農
地
の
利
用
な
ど
を
め
ぐ
る
紛
争

な
ど
、
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
裁
判

所
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
各
申
立
の
ご
相
談
は
裁
判
所
窓
口
へ
お

越
し
く
だ
さ
い 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
簡
易
裁
判
所
調
停
係 

　
　（
〇
九
八
五
）
六
八
―
五
一
五
三 

 

 

　
災
害
復
旧
工
事
に
伴
い
、
平
成
24
年
２

月
15
日
迄
、
左
図
路
線
（
杢
道
〜
尾
立
間
）

の
全
面
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。 

　
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

　
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
　 

　
　
　
　
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り 

　
今
年
も
、
全
国
一
斉
に
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
、
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
宮
崎
県

共
同
募
金
会
　
綾
町
共
同
募
金
委
員
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
運
動
に
お
け
る
募

金
活
動
を
、
12
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。 

　
昨
年
は
８
４
６
，
９
８
２
円
の
募
金
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
や
、
重
度
障
が
い
者
の
方
な
ど
、
51

名
の
方
の
慰
問
活
動
の
他
、
福
祉
施
設
慰

問
、
高
齢
者
お
せ
ち
料
理
配
食
事
業
な
ど

様
々
な
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
県
共
同
募
金
会 

　
　
綾
町
共
同
募
金
委
員
会 

　
　
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
〇
六
六 

 

　
日
頃
よ
り
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
当
社
は
、
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴

い
、
電
力
供
給
力
確
保
の
た
め
最
大
限
の

努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

冬
の
電
力
需
給
は
き
わ
め
て
厳
し
い
見
通

し
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
お
客
さ
ま
に
は
、
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
誠
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
下
記
の
と
お
り

の
節
電
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
12
月
１
日
（
木
）
〜
３
月
30
日
（
金
）
の

平
日
に
つ
い
て
は
、
お
客
さ
ま
の
生
活

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

■
特
に
、
12
月
19
日
（
月
）
〜
２
月
３
日
（
金
）

の
平
日
の
８
時
〜
21
時
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
需
給
状
況
が
厳
し
く
な
る
た
め
、

５
％
以
上
を
目
標
に
節
電
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
い
ず
れ
も
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１

月
４
日
）
を
除
き
ま
す
。 

  



地
区 

日
付 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

1
 

 

2 

5 

6 

7 

8 
 

9 

12 

13 

14

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 

※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 
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　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 
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布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
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ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 
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容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 
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蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（木） 

 

（金） 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

15 
 

16 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

26 

27 

28

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 
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綾
町
で
は
、
町
づ
く
り
の
拠
点
と
な
り

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
民
館

活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、
町
民
み
ん
な

で
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
よ
り
一
層

活
発
に
推
進
し
、
心
豊
か
な
社
会
福
祉
の

実
現
を
目
指
し
て
、
毎
年
「
綾
町
公
民
館

大
会
・
綾
町
社
会
福
祉
大
会
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

平
成
24
年
２
月
12
日
に
開
催
す
る
大
会
の

大
会
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ

る
方
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。 

 

募
集
締
切
　
12
月
20
日
（
火
） 

 （
参
考
）　
平
成
22
年
度
の
テ
ー
マ 

　「
地
域
の
絆
を
強
め 

　
　
　
協
働
に
よ
る
公
民
館
づ
く
り
」 

〜
家
族
の
絆
か
ら
地
域
の
絆
へ
〜 

 

2
ご
連
絡
先（
直
通
） 

　
社
会
教
育
課
　
七
七
―
一
一
八
三 

 

 

　
平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４
月
〜
）
か

ら
新
規
に
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
児
童
の
保
護
者
は
、
次
の
事
項
を
確
認

の
上
、
申
込
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
入
所
基
準 

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
で
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
で
す
。 

①
仕
事
を
し
て
い
る
。（
１
日
４
時
間
以
上
、

１
月
14
日
以
上
） 

②
産
前
産
後
の
２
ヶ
月
間
。 

③
疾
病
も
し
く
は
負
傷
し
、
ま
た
は
身
体

に
障
害
が
あ
る
。 

④
長
期
に
わ
た
り
病
気
・
障
が
い
者
の
介

護
を
し
て
い
る
。 

⑤
入
所
希
望
児
童
以
外
の
未
就
学
児
童
を

家
庭
内
保
育
し
て
い
る
。 

●
申
込
方
法 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
平
成

24
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
福

祉
保
健
課
（
保
育
所
で
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

※
申
込
書
は
、
11
月
28
日
よ
り
役
場
窓
口
に

て
配
布
し
ま
す
。 

※
申
込
書
の
提
出
期
限
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。（
全
書
類
の
提
出
順
で
入
所
決
定
す

る
た
め
） 

※
定
員
等
に
よ
り
ご
希
望
さ
れ
た
保
育
施
設

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
募
集
保
育
所 

 

区
分
　
保
育
所
名
　
　 

定
員
　
　  

受
入
区
分 

 

南
俣
保
育
所
　
60
人
　
10
ヶ
月
以
上 
 

北
俣
保
育
所
　
60
人
　
10
ヶ
月
以
上 
 

中
坪
保
育
所
　
60
人
　
６
ヶ
月
以
上 

 

綾
保
育
園
　
　
50
人
　
３
歳
未
満 

 

　
な
お
、
現
在
保
育
所
に
入
所
中
の
児
童

で
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
同
じ
施
設

に
て
保
育
実
施
希
望
の
児
童
は
、
現
在
入

所
中
の
保
育
所
を
通
じ
申
込
書
等
の
提
出

を
ご
案
内
し
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
私
立

保
育
園
に
入
所
し
て
い
る
２
歳
児
等
が
、

平
成
24
年
度
か
ら
町
立
保
育
所
に
入
所
希

望
す
る
場
合
は
、「
新
規
入
所
」
扱
い
と
な

り
、
既
述
の
と
お
り
の
新
規
申
込
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

   
開
催
期
日
　
平
成
24
年
５
月
13
日
（
日
） 

場
　
　
所
　
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か 

募
集
締
切
　
平
成
24
年
１
月
20
日
（
金
） 

開
催
競
技 

 

　
　
競
技
種
目 

 

陸
上
競
技 

水
泳
　
　
卓
球 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク 

 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

 

2
申
込
み
・
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

Information

　
　
障
が
い
種
別 

 

身
体
障
が
い
、ま
た
は
知

的
障
が
い
を
お
持
ち
の
方 

 

身
体
障
が
い
を
お
持
ち
の
方 

 

知
的
障
が
い
を
お
持
ち
の
方 

  

精
神
障
が
い
を
お
持
ち
の
方 

町　立 私立 

詳
細
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
コ
ス
モ
ス
苑
」 

小
規
模
多
機
能
施
設
「
ア
ミ
ー
チ
ェ
」 

 

【
募
集
人
数
】
２
名 

【 

待
　
遇 

】
パ
ー
ト
又
は
正
社
員 

【 

性
　
別 

】
問
わ
ず 

【 

資
　
格 

】
問
わ
ず 

で
き
れ
ば
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上 

【 

年
　
齢 

】
55
歳
ま
で 

  

問
合
せ
先
　
管
理
者
　
森
山 

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
三
〇
―
七
八
六
六 
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Information

☆  生ごみ以外の収集については、ごみ・資源物収集日程表をご確認ください。 
☆  生ごみは、今年は12月31日にも収集します。 
☆  堆肥工場の開場時間は、午前９時から午後４時までとなっています。 
☆  湯の谷ヘルスセンターの年末の営業は、12月26日（月）までです。 
　  年始の営業は、1月4日（水）から行います。 

「エコクリーンプラザみやざき」の年末年始の開場日　130－6511 
 
◎年末のごみ受入 
平成23年12月29日・30日（午前8時30分～午後5時）　※昼休み時間帯も開場しています。 
平成23年12月31日（午前8時30分～午前11時30分）　※最終日は混雑が予想されます。  
 
◎年始のごみ受入  
平成24年1月4日～（午前8時30分～午後5時）　※昼休み時間帯も開場しています。 
※農業用の農機具類・用具・薬品等は搬入できません。（販売店にご相談ください。） 

※古紙・古布・ガレキ類の搬入はできません。 

　 12月18日（日）が、旧焼却場（古紙・古布）と最終処分場（ガレキ類）の開場日になっています 
　 ので、直接搬入される場合は、この日（12/18）をご利用ください。 

収集・施設業務 
 

ごみ・資源物収集 

生ごみ収集 

堆肥工場 

エコクリーンプラザみやざき 

年末年始のごみ・資源物収集及び施設開場日 

26 
（月） 

○ 

○ 

○ 

○ 

25 
（日） 

× 

× 

× 

× 

27 
（火） 

○ 

○ 

○ 

○ 

28 
（水） 

○ 

○ 

○ 

○ 

29 
（木） 

× 

× 

○ 

○ 

30 
（金） 

× 

× 

× 

○ 

31 
（土） 

× 

○ 

× 

午前中 

1 
（日） 

× 

× 

× 

× 

2 
（月） 

× 

× 

× 

× 

3 
（火） 

× 

× 

× 

× 

4 
（水） 

○ 

○ 

○ 

○ 

5 
（木） 

○ 

○ 

○ 

○ 

12  月 1  月 

「エコクリーンプラザみやざき」 
昼休み時間帯の開場について（お知らせ） 

 
　エコクリーンプラザみやざきでは、住民の要望が多かった昼休み時間帯の開場を、
試行的に次のとおり実施します。 
 
試行実施期間　平成23年12月１日（木）～平成24年３月31日（土） 
 

(町民生活課)
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

1212 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

1 

2 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

12 

13 

14 

15 

16 

19 

20 

21 

22 

24 

26 

27 

28

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

土 

月 

火 

水 

昭　和 

割　付 

久木野々・尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

飲 酒 運 転 根 絶 運 動  
 

期　間　　12月1日（木）～31日（土）の１カ月間 
 
●飲酒運転根絶のために 
 

○飲酒運転の悪質性や危険性、飲酒運転より引き起こされることの重大性について

自覚し、「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない」ようにしよう。 

○『ハンドルキーパー』を決めて、飲まない人が仲間を安全に自宅まで送りましょう。 

 

○飲酒運転の悪質性や危険性、飲酒運転により引き起こされることの重大性につい

て家族で話し合い、『飲酒運転を絶対しない、させない』環境を作りましょう。 

○飲酒した人に車を提供すること、車を運転する人にお酒を提供すること、飲酒運

転であることを知りながら車に同乗することはすべて犯罪です。周りの人も注意

しましょう。 

（綾町交通安全対策協議会） 

 

年末・年始の地域安全運動  
 
　年末・年始を控え、停滞する経済情勢などもあり、金融機関や顧客などを狙った強盗事
件や一人歩きの女性、高齢者をねらったひったくり事件の発生が懸念されます。 
 

期　　　間　12月１日（木）～１月３日（火） 

スローガン　みんなでつくろう安心の街 

運動の重点　①「金融機関」・「コンビニ」等を対象とした強盗事件などの犯罪防止 
　　　　　　②「ひったくり」・「自転車盗」などの身近な犯罪の防止 
　　　　　　③ 少年の非行防止 
　　　　　　④ 暴力追放 

（町民生活課） 

運転者は・・・ 

 

 

家庭では・・・ 
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12月 

３期 

 

８期 

 

１月 

 

４期 

９期 

 

２月 

４期 

 

10期 

 

３月 税　　目 

平成23年度  税納期一覧 

固 定 資 産 税  

町 県 民 税  

国民健康保険税 

農業収入のある方は来年の申告の際、収支計算書が必要となります 
 
　農業所得については、「収入金額」から「必要経費」を差し引いて所得を計算する『収支計算』
による自主申告となっています。 
 
収支計算とは… 実際の総収入金額から実際の必要経費を差し引いて所得を計算する方法です。 
　　　　　　　　 【収支計算の算式】　総収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額 
 
　農業所得に関係する出荷伝票や領収書を保存し、記帳及び集計することが必要となります。
帳簿などへ記帳することをお勧めします。 

※書類や記帳したノートを提出する必要はありませんが、申告年だけでなく申告後5年間は 
　大切に保管してください。（税務署から提示を求められる場合があります。） 

 
＊収支計算による申告を行うためには、次の記録や保存が必要となります。 
１．農作物を販売したときの記録と、出荷伝票や請求書及び領収書の控などの保存 
２．農作物を家事消費（自宅での消費や兄弟親戚等への贈答など）したときの記録 
３．農作物を事業消費（米などの農作物の現物による小作料の支払いなど）したときの記録 
４．肥料、農薬、諸材料などの経費に係る記録と、請求書や領収書などの保存 
５．年末において在庫（未販売・未使用）となっている農作物、肥料、農薬、諸材料などの記録 

《 》 
 
《 》 

 
《 》 
 

《 》 

取扱金融機関  
 
振 替 開 始 

 
振替口座の変更 
 

振 　 替 　 日  

 納税等は安心・安全・便利な口座振替で！ 
 
　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座
振替をご利用ください。 
　口座振替申請をされますと、納期ごとに指定された預貯金
口座から自動的に引き落とされ納付することになりますので、
納め忘れがありません。 
　また、納期のたびに現金を用意することや金融機関へ行く
必要がありませんので、お仕事の忙しい方、不在がちな方な
どに便利です。一度手続きをされますと、変更・解約のない
限りその指定預貯金口座からの振替は自動継続されます。 
　振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・綾町農協・綾郵便局の窓口にあります。 

 

■ 宮崎銀行　本・支店　　■ 綾町農業協同組合　　■ 全国の郵便局 
 
申請された翌月から振替開始となります。 
（例えば、5月14日申請分は、6月納期分から振替開始となります。） 

すでに口座振替をされている方で、振替口座の変更を希望される場合には、振替依
頼申請書にて、変更の手続きをしてください。 

各税目ごとに納期月が違いますが、各税目、毎期月末に引き落としいたします。 
ただし、12月は26日となります。 
（振替日が土・日の場合は、金融機関の翌営業日となります。） 

お問い合せは　　綾町役場 総務税政課 町税係　177－1113
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◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

物
品
　
　（
地
区
名
） 

       

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

        

●
●
●

●
●
●
税
額
控
除
対
象
寄
付
金
の
ご
案
内
●
●
●

●
●
● 

　
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
を
し

た
と
き
所
得
税
控
除
が
あ
り
ま
す
。（
新

制
度
）
税
額
控
除
制
度
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

（
税
額
控
除
対
象
寄
付
金
―
２
千
円
）×
40

％
＝
控
除
対
象
額（
所
得
税
額
か
ら
控
除
） 

 

※
１
　
税
額
控
除
対
象
寄
付
金
…
税
額
対

象
法
人
へ
の
寄
付
金
額 

（
注
）
寄
付
金
支
出
額
が
、
総
所
得
金

額
等
の
40
％
に
相
当
す
る
金
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
40
％
に
相
当
す
る

額
が
税
控
除
寄
付
金
と
な
り
ま
す
。 

※
２
　
控
除
額
は
、
所
得
税
額
の
25
％
を
限

度
と
し
ま
す
。
国
の
税
制
改
正
が
平

成
23
年
８
月
に
行
わ
れ
、
平
成
23

年
分
よ
り
該
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
23
年
１
月
以
降
に

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は

個
人
通
知
を
い
た
し
ま
し
た
。 
 

　
●
お
問
い
合
せ 

　
　
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
1
七
七
―
三
〇
六
六 

  

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

物
品
　
　（
地
区
名
） 

   

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

 
 

 ◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
◆ 
 

　
11
月
12
・
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
総
合

文
化
祭
・
農
業
祭
に
お
き
ま
し
て
綾
町
赤

十
字
奉
仕
団
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
し
た
。 

　
多
く
の
売
上
金
が
あ
り
、
売
上
金
の
一

部
を
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
寄
附

い
た
し
ま
す
。 

　
募
金
箱
に
よ
る
募
金
活
動
に
も
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

　
出
展
さ
れ
た
奉
仕
団
員
及
び
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

（
綾
町
赤
十
字
奉
仕
団
） 

  

◆
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

 

　
綾
町
文
化
協
会
よ
り
交
通
安
全
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
綾
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
災
義
援
金
に
ご
協
力
　
　
　
◆ 

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

〈
東
日
本
大
震
災
〉 

 

　
11
月
９
日
現
在
ま
で
に
３
，９
０
４
，４

８
１
円
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
　
寄
付
者 

綾
町
て
る
は
森
の
宿 

綾
川
荘 

 

※
そ
の
他
各
施
設
の
募
金
箱
に
よ
る
義
援
金

　
も
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 〈
奈
良
県
台
風
12
号
災
害
義
援
金
〉 

〈
和
歌
山
県
台
風
12
号
災
害
義
援
金
〉 

〈
三
重
県
台
風
12
号
災
害
義
援
金
〉 

〈
新
潟
県
台
風
12
号
豪
雨
義
援
金
〉 

〈
福
島
県
台
風
12
号
豪
雨
義
援
金
〉 

 

　
役
場
・
高
年
者
セ
ン
タ
ー
・
社
協
窓
口

等
の
募
金
箱
を
つ
う
じ
て
被
災
地
支
援
に

あ
た
た
か
い
善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
援
金
は
、

関
係
機
関
を
通
じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

　
日
本
赤
十
字
社
綾
町
分
区 

　
宮
崎
県
共
同
募
金
会
綾
町
共
同
募
金
委
員
会 

　
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

  

善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

外

山

国

夫

 

井
戸
川
　
ヨ
ミ
子 

榮

福

滿

男

 

田

淵

民

男

 

綾
町
文
化
協
会 

　
代
表
　
甲
斐
　
正 

内

村

智

恵

 

    

兒

玉

千

歳

 

日

正

光

 

谷
　
崎
　
タ
ケ
ノ 

福

島

道

子

 

柚
木
崎
　
久 

関

　

政

重

 

浜
　
川
　
キ
サ
子 

綾
町
文
化
協
会 

㈱
綾
・
野
菜
加
工
館 

 

／ ／ ／ ／  ／／     ／／／／／／／ 

／  ／ 

野
　
菜 

　
花
　 

野
　
菜 

野

菜

 

金
一
封 

 

菓
　
子 

    

正
　
雄 

と
み
子 

重
　
信 

正
　
二 

野
久
尾
峯
子 

政
　
行 

正
　
則 

金
一
封 

 

金
一
封 

（
立
　
町
） 

（
西
中
坪
） 

（
上
　
畑
） 

（
尾
　
立
） 

（
綾
　
町
） 

 （
昭
　
和
） 

    （
宮
　
原
） 

（
神
　
下
） 

（
神
　
下
） 

（
昭
　
和
） 

（
宮
崎
市
） 

（
上
　
畑
） 

（
神
　
下
） 

（
綾
　
町
） 

 （
綾
　
町
） 

日

正

光

 ／ 

と
み
子 

（
神
　
下
） 

姉（
揚
町
） 
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子
を
育
て
幾
歳
月
や
古
き
家
に
朝
顔
の
百 

咲
か
せ
て
ゐ
た
り 

「
か
あ
さ
ん
」
と
我
を
呼
ぶ
声
和
ら
ぎ
て 

尖
り
い
し
少
年
青
年
と
な
る 

町
生
涯
学
習
教
室
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品 

柿
内 

芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
） 

鈴
木
み
ち
子
さ
ん
（
昭
和
地
区
）　 

中
村 

敦
子
さ
ん
（
西
中
坪
地
区
） 

二
村 

展
彦
さ
ん
（
揚
町
地
区
） 

三
原 

優
子
さ
ん
（
立
町
地
区
）
　 

や 

蕎
麦
の
花
奥
の
山
よ
り
黄
昏
る
る 

吊
橋
の
高
き
日
に
映
え
渓
の
秋 

村
中
に
干
大
根
の
増
え
る
日
々 

　
過
ご
し
て
き
た
歳
月
を
思
い
返
す
少
し
抽
象
的
な

言
い
方
の
上
の
句
に
対
し
、
具
体
的
な
下
の
句
が
生
き

る
。
多
く
の
朝
顔
を
咲
か
せ
る
暮
ら
し
振
り
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
事
が
見
え
て
く
る
。
歴
史
的
か
な
遣
い
の
歌
。 

 

　
思
春
期
の
息
子
の
変
化
を
、
作
者
を
呼
ぶ
声
の
中
に

感
じ
取
る
と
こ
ろ
に
胸
が
熱
く
な
る
。
同
じ
よ
う
な
思

い
を
持
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に

短
歌
と
し
て
残
せ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。 

　
幾
重
に
も
畳
な
わ
る
山
ま
た
山
。
そ
の
遠
い
山
か
ら

黄
昏
れ
て
く
る
と
感
性
の
よ
さ
。
暮
れ
な
ず
む
眼
前
の

白
い
蕎
麦
の
花
が
印
象
的
。 

   

　
吹
く
風
が
冷
た
く
な
る
と
、
干
し
大
根
の
季
節
。
村

中
の
あ
ち
こ
ち
の
家
や
畑
に
そ
ん
な
情
景
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。「
日
々
」
が
よ
い
。 

  

　
新
装
改
修
の
な
っ
た
大
吊
橋
。
周
り
の
山
も
紅
葉
の

季
節
。
常
住
の
地
へ
の
挨
拶
句
。 

【 

解  

説 

】　
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生 

野  

由
美
子  

【 

解  

説 

】　
生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　 

講
師
　
本
　
村
　
　
蠻 

綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

日本を代表する自然再生プロジェクト　東の「赤谷」西の「綾」 
 

　
10
月
に
行
わ
れ
た
綾
プ
ロ
連
絡

調
整
会
議
に
、「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
以
下
赤
谷
プ
ロ
と
称
す
）
か

ら
土
屋
俊
幸
氏
（
東
京
農
工
大
学

教
授
）
が
視
察
に
来
ら
れ
、
赤
谷

プ
ロ
の
組
織
運
営
方
法
や
地
域
住

民
の
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
赤
谷
プ
ロ
と
は
、
綾
プ
ロ
と
同
じ
よ
う

に
国
が
自
然
再
生
に
関
わ
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
群
馬
県
み
な
か
み
町

北
部
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
広
が
る
、
約

１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
10
㎞
四
方
）
の
国
有

林
「
赤
谷
の
森
」
を
対
象
に
、
地
域
住
民

で
組
織
す
る
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域

協
議
会
」、
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
、

日
本
自
然
保
護
協
会
の
３
つ
の
中
核
団

体
が
協
働
し
て
、
生
物
多
様
性
の
復
元
と

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
百
年
先
の

復
元
を
目
指

す
綾
プ
ロ
が

今
後
も
存
続

す
る
た
め
に
、

組
織
運
営
な

ど「
赤
谷
プ
ロ
」

か
ら
学
ぶ
と

こ
ろ
は
大
き

い
で
す
。 
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日付/曜日 てる はドーム  錦 原 野 球 場  錦原サッカー場 てる は 広 場  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 
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水上スキー長友選手訪問 
 

　10月19日、水上スキー競技の

長友 啓選手（宮崎南高校3年）が綾

町を訪問しました。 

　今回は、9月末に開催された「全

日本選手権大会 U－21部門スラ

ローム」種目優勝（日本記録達成）

の報告および、広沢ダム水上スキ

ー場がオープンしたことにより練

習環境等が向上したことについて

の御礼を兼ねて訪問されました。 

　今後ますます活躍されるように

みなさんからの応援よろしくお願

いします。 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（金） 

（土） 

（日） 

3 

4 

10 

11 

17 

18 

23 

24 

25

第20回中学生地区別対抗戦大会 
　　　　　　　（バスケットボール） 

トップアスリート育成事業 

　　　　バスケットボール競技 

宮崎県総合ハンドボール選手権大会 
 

宮崎県総合ハンドボール選手権大会 

トップアスリート育成事業 
　　　　ハンドボール競技 

 

 

 

綾中学校野球部 

若鮎杯中学生野球大会 

若鮎杯中学生野球大会 

 

 

黒潮リーグ中学生野球大会 

 

入賞おめでとうございます 
 

　10月22日～24日にかけて山口

県で開催された、第11回全国障害

者スポーツ大会『おいでませ　山

口大会！』で、宮原地区の藤村か

おりさんが、フライングディスク

アキュラシー7ｍの部（7/10投）

で２位、ディスタンスの部（37ｍ

10）で３位入賞されました。 

　今後のさらなる活躍を期待しま

す。おめでとうございます。  

（福祉保健課） 

「綾雛山まつり」 
宮崎日日新聞賞受賞 

 

　10月28日、宮日会館宮日ホー

ルで、「平成23年度第47回宮崎

日日新聞賞贈呈式」が開催され、

綾町商工会女性部の「綾雛山まつり」

が「文化賞」を受賞し、表彰され

ました。綾町に古くから伝わる地

域伝統文化の一つである「雛山」

を地域おこしにつなげようと、知

恵を出し合い、2001 年から「綾

雛山まつり」を開催。今では町内

外から、多くの観光客が訪れるほ

どの一大イベントに育てあげたこ

とが評価されての受賞です。おめ

でとうございました。 

教育委員会委員紹介 
 

　教育委員会委員に日高和幸さん

（中堂）が再任されましたのでお

知らせいたします。なお、任期は、

平成27年11月6日までです。 

 

受賞おめでとうございます 
 

　11 月 16 日に行われました、「平

成 23 年度宮崎県社会福祉大会」に

おいて、次の団体が表彰されました。 

おめでとうございます｡ 

芝
生
養
生
の
た
め
閉
鎖
し
ま
す 

芝
生
養
生
の
た
め
閉
鎖
し
ま
す 

《県共同募金会会長表彰》 
　●●優良地区 
　　　神下自治公民館 
　　　倉輪自治公民館 
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棒踊り（昭和地区） 

農　業　祭 

食のふれあい広場 

手踊り（中堂地区） 

綾町総合文化祭 

第23回有機農業推進大会 

「綾競馬」開催 
 

　11 月６日、綾馬事公苑で、「第
30回綾競馬」が開催されました。
今回は、サラブレッドやポニーレ
ースなど13レースが行われ臨場感
あふれる草競馬に多くの競馬ファ
ンが魅了されていました。 

　また、30回記念というこ
とで、「おたのしみ抽選会」
や、岩手県滝沢村から色と
りどりの装束に身を包んだ
馬が行進する「チャグチャ
グ馬コ」、現役ジョッキーに
よる模範騎乗も披露されま
した。 

　11月12日から13日にかけて「綾
町総合文化祭」「農業祭」「有機農
業推進大会」が町体育館および同
施設周辺で開催されました。 
　総合文化祭では、生涯学習講座
などで制作された押し花、人形、
などの作品や、保育園児から中学
生までの絵画など多くのが作品が
展示され、来場者は一つ一つの作
品をじっくりと鑑賞していました。 
　また13日は、農業祭の会場で郷
土芸能の「手踊り（中堂地区）」「棒
踊り（昭和地区）」「俵踊り（神下
地区）」が披露され、文化ホールで
は「第23回有機農業推進大会」も
開催されました。今年の推進大会
では、民族研究家である結城　登
美雄　氏が「農業の六次産業化」
という演題で住民主体の地域づく
りの手法や農商工連携について講
演をされました。 
　講演終了後には、多くの参加者
が「食のふれあい広場」で有機農
業婦人部18支部のみなさん方がつ
くった、郷土料理を味わい交流を
深めていました。 

「六山 一」さん百歳のお祝い 
 

　六山　一さん（麓地区：現在やすらぎの
里）が11月 15日に満百歳を迎えられ、
お祝いの為、前田町長が訪問しました。
訪問時には、ケーキや花束等が用意され、
多くの方が参加しお祝い会が開催されま
した。これからもますますお元気でお過
ごしください。 

「総合文化祭・農業祭・有機農業推進大会」開催 
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綾照葉樹林マラソン 
 
　10月23日、綾町自然休養村公園を
メイン会場に、「第25回綾照葉樹林マ
ラソン」が開催されました。今年は、
晴天の中、7,216人のランナーが綾の
まちを駆け抜けました。今年も、各地
区に設置された給水所等で多くのボラ
ンティアがランナーに水やスポンジを
手渡し、声援を送り続け、県外から参
加した選手の中には「綾の美しい自然
を背景に走ることが気持ちよく、ボラ
ンティアや沿道のみなさんの心づかい
や声援が嬉しいので毎年参加しています。」
という方もおり、町が一つになって盛
り上がりを見せた一日でした。 

「高年者スポーツ大会」開催 
 

　10 月 28 日、健康センター
前芝生広場で、「高年者スポー
ツ大会」が開催されました。 
　各地区より多くの高年者の皆
さんが参加し、交流を深め、さ
わやかな汗を流しました。天候
は小雨でしたが、会場は盛り上
がり、たくさんの笑い声であふ
れていました。 
 

講道館杯全日本柔道体重別選手権優勝 
 

　11月 12日から 13日に
かけて平成 23 年度講道館
杯全日本柔道体重別選手権
大会が、千葉ポートアリー
ナにおいて開催され、73
㎏級で旭化成所属の大束正
彦選手（宮原地区出身）が
優勝されました。おめでと
うございます。 

体力測定を行いました 
 

　11 月 4 日（金）にて
るはドームにおいて割付
地区の方、14 名が体力
測定を行いました。 
　日頃から、運動を行い、
健康維持に努めましょう 

中学校秋季大会入賞 
 
　11月5日から8日に開催され
た第35回宮崎県中学校秋季体
育大会で、綾中学校野球部が
優勝し、柔道部女子が入賞し
ました。おめでとうございます。 

●軟式野球部　優勝 
　※詳細は特集1ページで紹介 

●柔道部　女子個人 
　　　２位　竹之井　涼　香 
　　　３位　中　野　愛　花 
　　　　　　後　迫　志　音 
　　　　　　邊木園　瑞　希 
 

綾小学校大活躍 
～第1回東諸県郡小学校陸上教室～ 

 
　10月 20日に第１回東諸県郡小学生陸上教
室が開催され、綾町から小学６年生が参加して、
素晴らしい結果を残しました。 
＜トラック競技＞ 
●選抜女子50メートルハードル走 
●選抜男子1000メートル持久走 
＜フィールド競技＞ 
●選抜女子走り幅とび 
　　　　　〃 
●選抜男子走り幅とび 
●選抜女子走り高とび 
●選抜男子走り高とび 
●選抜女子ソフトボール投げ 
●選抜男子ソフトボール投げ 
 

…1位　桜川 和子 
…2位　松下 征樹 

 
………1位　柏田 美波 
………2位　阪元 小夏 
………1位　佐藤 拓見 
………3位　川島 美波 
………1位　内村 歩夢 
…3位　中原 悠希 
…1位　清水 勇斗 

 



■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
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Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

12月 くらしのカレンダー 
282-0005 

282-0300 

275-8500 

277-0333 

282-5522 

275-1000 

275-5600

麻生クリニック…… 

児玉胃腸科外科…… 

日高内科胃腸科…… 

綾立元診療所……… 

にしぞの内科……… 

棚田内科泌尿器科… 

平山こどもクリニック… 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

4 

11 

18 

23 

25 

30 

31

の日曜在宅医 12月 

歳末助け合い募金運動 
廃ビニール回収日 

人権相談 
人権街頭啓発 
誕生会 

 

在宅医　麻生クリニック（282-0005） 

歳末助け合い募金配分委員会 
自治公民館長会 

高年者クラブ代議員会 

わくわく広場 
廃ポリ回収日 

 

 

 

在宅医　児玉胃腸科外科（282-0300） 

定例教育委員会 

赤い羽根募金による福祉啓発事業 

親子教室「コアラ」 
廃ビニール回収日 

 

 

公立保育所合同発表会 
おもちゃ病院 

在宅医　日高内科胃腸科（275-8500） 

 

第45回さんさんクラブ宮崎作品展 

ゆったり子育て教室 
廃プラ特別回収日 

小・中学校終業式 
定例農業委員会 

天皇誕生日 
在宅医　綾立元診療所（277-0333） 

 

在宅医　にしぞの内科（282-5522） 
防火夜警（～2月3日） 

 

AYAてるはカップ中学生柔道錬成会（～29日） 

廃プラその他品目回収日 

 

在宅医　棚田内科泌尿器科（275-1000） 

在宅医　平山こどもクリニック （275-5600） 

 

13：30～ 

10：00～15：00 

15：00～ 

10：00～11：30 

 

 

10：00～ 

13:30～ 

16：30～ 

 9 ：30～11：30 

13：30～ 

 

 

 

 

13：30～ 

 9 ：00～ 

 9 ：30～11：30 

13：30～ 

 

 

 9 ：00～12：00 

13：30～ 

 

 

～21日 

 9 ：30～11：30 

13：30～ 

 

13：30～ 

 

 

 

 

 

 

13：00～ 

13：30～ 

 
JA選果場 

町公民館 
本ものセンター付近 
子育て支援センター 

 

 

役場応接室 
町公民館２階大会議室 

てるはの森の宿 

子育て支援センター 
JA選果場 

 

 

 

 

町公民館 

町内福祉施設 

子育て支援センター 
JA選果場 

 

 

文化ホール 
児童館 

 

 

宮崎市民プラザ 

子育て支援センター 
JA選果場 

 
開発センター 

 
 

 

 
 

 

てるはドーム 

JA選果場 

1
 
 

 
2 
 

3 

4 

5 
 

6 

7 
 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 
 

15 

16 

17 
 

18 

19 

20 

21 
 

22 
 

23 
 

24 

25 
 

26 

27 

28 

29 

30 

31

木 
 

 
金 
 

土 

日 

月
 
 

火 

水
 
 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水
 
 

木 

金 

土
 
 

日 

月 

火 

水 
 

木 
 

金 
 

土 

日
 
 

月 

火 

水 

木 

金 

土 仏像寺阿弥陀如来立像 
　寺の創建年代はわかっていないが、
古城にあった伝徳寺の末寺であった
記録が残っている。廃仏毀釈により
寺は壊されたが、仏像は裏山に隠さ
れ現在も大切に祀られている。 

未来へ残そう！ 

みかん狩り  
　子育て支援センターで、みかん狩
りに行きました。 

12月は、　　　　　　　 
固定資産税3期 

国民健康保険税7期 
　　　　　　の納期です。 
納期限は12月27日（火）です。 

今月の一枚 




